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Abstract:  
The author engaged in forest management cooperation at Guatemala.C.A for 2 years 
as Japan Overseas Cooperation Volunteers (JOCV), after he obtained Msc with the 
major of forest ecology at Graduate School. Now the author introduces the knowledge 
obtained at this international forestry cooperation.  
Present JOCV system for environmental affairs by Japanese ODA activity has those 
inferior problems like; sectional divide among administrative organizations, lack of 
specialist’s monitoring, few process of civilian control, absent of political leadership.  
Therefore, about three aspects like, natural scientific environment, economy and 
financial affairs, political and cultural reason, present JOCV projects on environmental 
affairs has not made function effectively.  
How to solve this matter is the theme of this analysis. 
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員（15 名ほど）、地域住民のうち代表者および地域的バランスを考慮した村民 50 名ほどを
対象に、各種社会調査でもちいられる、対話や質問における任意の返答をまとめる手法で
分析把握した。また、日本人 ODA 側実務担当者としては、大使（1 名）、JICA 事務所所長
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該当する顧問とのかかわりは、3 ヶ月の訓練中に、先に述べたような 50 分ほど、概略的
な講義が一回あるのみである。その後は、派遣後に JICA 事務所を通して FAX などで、随
時質問がある時に顧問に問い合わせをできるようになっている。著者も一度、2000 年に材
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2000 年前後では、全世界での協力隊員は 2000 人強であり、53 カ国ほどの隊員派遣途上
国家１カ国あたりの隊員数平均は 40 名/国ほどである。（図―２）。 
しかしながら当時、近隣アジア諸国に比べて日本と関わりの薄い、中米の小国グアテマ
ラにおける協力隊員は 110 人前後であった。これは、世界中 5３カ国近くで隊員を派遣して
いる中での１ヵ国あたりの隊員数として、平均の約 2.8 倍と例外的に多い人員となっていた。   
その傾向をうけて、森林関連の隊員数でも、アジア大洋州の各途上国には森林隊員の割
り当てが１ヵ国当たり 0～2名前後/2年と少なく、グアテマラへの森林関連隊員の派遣数は、
5～6 名/2 年と多くなっていた。 
 
そして調整員は初めは 2 名、そして隊員数増加に伴い、2000 年中盤から 3 名に増えて、
派遣されていた。うち一名が農林水産部門を担当していたが、もともと南米でバレーボー
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を視察する際に、協力隊の活動現場を視察することもある。（著者も 2 度経験した。） 
そして、出先の外国国家で大使館と JICA 事務所の２重構造になっているのが、日本の
ODA 事業の特徴でもある。 
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これらのことをふまえると、やはり通例 2 年間のうち、最低１回（できれば 2～3 回）、
１週間～１ヶ月程度の帰国は、本人の技術能力の点、健康管理の点、帰国後の学究や就職
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JICA なども隊員を公募する目的上、広報 PR 活動は行っているが、隊員公募に関する一
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それでも、2000 年～2001 年にかけて、同時期に 6 名ほどの森林関連隊員が、グアテマ
ラ中部西部高原地帯に派遣されていた。それぞれ大学卒、大学院修了、森林組合退職、民
間会社退職、などの経歴があった。1999 年以前にも 2 名ほど若干あり、2002 年以降にも 4
～5 名ほど派遣はなされている。2002 年以降の事例については著者にも情報は限られてく
るのであるが、似たような経歴であり、地方公務員の現職派遣もあったようである。近辺
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ただ、高地に生育する希少種のモミ Abies guatemalensis については、20ha 以下になっ
ている生育面積の低さ、平均 0.4％近くという発芽率の低さが問題になっていて、これには
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Ⅳ．まとめ 
 このようにしてみると、中米における森林管理協力を日本の ODA でもって行うことには
様々な問題点があることがあきらかになった。 
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